
天然林伐採跡の造林地とその周辺におげる

野ネズミの生態に関する研究

I 緒言

木下柴次郎(1)

前田満(2)

林力増強に伴う拡大造林の推進により，本道の造林面積は年とともに累増しつつあるご近年野ネズミが

いちじるしく増加する傾向が認められ，野鼠防除はいっそう重要性をおびるようになってきたc 野ネズき

防除法の考究は，根本的には野ネズミ生態の究明にまたなければならない。現時，生態学の進みに応じ野

ネズミ生態の研究はいちじるしく進展してきたが，なお多くの未解決の問題が残されている。これがため

速やかに野ネズミの生態を十分に究明し，完壁な防除法を立てることが何より Tこいせつである。この研究

は，かつて計画された森林の野ネズき防除対策を目途とする野ネズ芝生態研究の一環として行なったもの

である。すなわち野幌天然林の一部をえらぴ，造林地とその周辺地域における野ネズミの生態を調査する

とともに，両地域の聞にどのような関連性をもつかについて研究したものである。まだ調査の途上にある

が，調査開始後 1 カ年聞における資料をとりまとめ，その成績を報告する。

この研究を実施するにあたり，多大のご援助をレただいた三井支場長，今関保護部長，井上保護部長お

よび上田野鼠研究室長に対し厚く感謝の意を表する。

E 調査場所

調査地は野幌国有林のほぼ中央，札幌事業区第 30 林班へ小班にあって，海抜高 50m 余の平坦な丘陵

林である。地層は第 4 期洪積層で，表土は埴嬢土なるも，下層土は結合度の強い埴土である。気象に関し

ては約 3k削の距離にある林業試験場野幌試験地の気象観測による記録により，過去 19 カ年および最近

4 カ年聞の月平均の温度，雨量，積雪などの資料(気象庁札幌管区の統計)を引照して第 1 表に掲げる。

ここに設けられた調査地は農耕地に隣接する林縁の近くに存在し， 南北 2 つの渓沢の聞に挟まれた面積

20 ha 余を有するなだらかな天然林地である。北側に接する渓沢はやや大きく，夏季は水流をせきとめ貯

水池となり，纏i阪用に供せられる。南側の方は奥深く狭い沢を底流する小川|が林縁を通過して，その下流

において前者と合流する。そして農地をつらぬき約 1k慨はなれた広大な野幌泥炭地原野に通ずる。この

森林地域の中央にあるトドマツ人工造林地とその周辺の森林を，景観的に林相を異にする 4 つに分けた地

域を調査区と定めた。その大体の位置を略図で示すと第 1 図のようになる。

E 調査方法

前記の調査区において森林の構成状態と野ネズミ個体群の密度およびその季節的変動， 体重と年齢組

(1)北海道支場顧問研究員・林学博士 (2) 北海道支場保護部野鼠研究室員



。市

恥D

野幌試験林観測所
Observed at the NOPP()ro Experimental 

Forest Station 

年
Year 

第 1 表 調査地の気象条件
The climatic conditions of the experimental arl回

11.4 
2.9 
8.5 

XII 

0.0 
-7.2 
7.2 

11.0 
2.5 
8.5 

-1.3 
-9.8 
8.5 

7.1 
-0.9 
8.0 

22.3 
12.6 
9.7 

22.9 
15.3 
7.6 

lm ¥ N I v.¥ u I w ¥ 

二引 -jJjl j;;| :;;;!?jji112 

Table1. 

「寸ア| n 

6.9 
-0.5 
7.4 

X 

15.3 
5.7 
9.6 

IX 

21.4 
12.3 
9.1 

四I

26.0 
18.0 
8. 。

E 工

- 2.8 
-10.5 

7.7 e
 

は
払
碍

E

i

1

 

M
M
匙

大
小
差

最
最
較

21.1 
14.4 
6 匂7

19.1 
10.5 
8.6 

19.4 
7.3 
12.1 

11.0 
0.4 
10.6 

2.1 
-5.1 
7.2 

- 4.9 
-10.3 

5.4 

1-3 ・ 3
-10.2 

8.3 e
 

砿
-
m山
叫

M
M
B山

駄
劇
齢
…

骨
骨
川
榔
苅
嗣
粉
縮
刷
弔
哨
同
軸
商
品
町

灘
H
N『
山
叩

11.4 
2.9 
8.5 

1.7 
~4.8 

6;5 

9.6 
0.8 
8.8 

15.7 
5.9 
9.8 

20.2 
11.3 
8.9 

24.5 
18.:0 
6.5 

23.5 
15.4 
8.5 

17.7 
9.6 
8.1 

17.3 
5.8 
11.5 

9.9 
0.9 
9.0 

1.1 
-6.6 

7漕 7

- 2.7 
-11.6 

8.9 

- 1.9 
- 9.7 

7.8 

ほ
n
一
昨

地
M
b

大
小
差

最
最
較

1.0 I 1.3 I 9.0 I 16.7 I 20.4 I 23.4 
- 7.8 I -6.3 I 0.5 I 6.8 I 11.2 I 15.0 

8.8 I 7.6 I 8.5 I 7.9 I 9.2 I 8.4 

降水量Amount of prl田ipitatiori (mm) 

65.4 I 56.0 I 67.9 I 69.9 I 107.8 
98 I 73 I 26 I 252 I 77 
3.7 I 53 I 79 I 70 I 106 
60 I 42 I 39 I 73 I 203 

根雪の深さ Depth of snowfall (cm) 

lmlm 93 I 8 
108 I 74 
128 I 58 

11.6 
3.3 
8.3 

-0.3 
-0.6 
4.9 

8.2 
0.1 
8.1 

14.9 
5.3 
9.6 

21.3 
12.4 
8.9 

24.8 
16.6 
8.2 

- 2.0 
- 9.6 

I 7.6 

Max. 
Min. 
Range 

大
小
差

最
最
較

f11

‘llt

,laza--EK

,.Eld--K 

1937内~1955

1956 

1957 

ζ
U
マ
'
'
守'
'
n
u

-
n
o
r
D
『J

5
2
4
1
 

句
'
'
i
'
i
'
i

l
 

-
内
べU
の
φ
句J

匂J

-
r
O
守r

句
，s

R
d
T
A
T
A
 

1
 

1
 

110.6 
98 
28 
47 

114;6 
111 
141 
104 

154.2 
57 

368 
120 

104.4 
200 
162 
132 

83.9 
29 
51 
109 

103 
103 
125 
164 

平均 Mean 
計 .Toぬ1

// 

// 

1958 

1937-1955 
1956 
1957 
1958 

期間
Duration 

143 
132 
133 
136 
~--.-. 

170 
58 
118 
125 

年
year 

1956 
1957 
1958 

平均 Mean
yァ一一-..-一一一一

平均 Me刷
深さ Depth 

H 

// 

1937-1955 
1956 
1957 
1958 



天然林伐採跡の造林地とその周辺における野ネズミの生態に関する研究 (木下・前田) - 63 ー

里郡田

第 1-a図調査地の区劃図
Fig. 1-a Diagrammatic il1ustration of the 
experimental areas A-E showing fixed 

collecting stations 
A: 造林地 Forested land with Todo fir seedｭ
ling. B: 混交林 Mixed natural coniferous 
and broad leaf forest land. C : トドマツ
純林 Natural coniferous forest land_ D: 広
葉樹林 Natural broad leaf forest land. E: 
ササ生沢 U-shaped ravine with Sasa・bamb∞.

:ワナ掛け拠点 Fixed collecting stations. 

第 1-b 図

野幌天然林における調査地の位置を示す図

Fig. 1-b Map of part of the Nopporo natural 

forest, showing the location of the 
experimental area 

0 調査地 Indicates the experimental area. 

成，繁殖，食性などを調査するため，各調査区の一定地点において，毎月締鼠ワナ (Snap trap) 50-200 

個， 12-3 月は 10-40 個を設置し，連続 3 日間野ネズミとトガリネズミを捕獲した。本調査は 1957 年

5 月から 1958 年 3 月に至るまで連続 1 カ年間実施した。

毎回採集の標本は研究室にもちかえり種類別に体長，体重を測定し，また生殖腺，胃内容物を剖検し，

繁殖状態，食性などを査定した。一方， 調査地の森林植生を調べるため各地区につき 1""'2 カ所の 20x

20m の方形区を遷び，樹種，本数，直径，樹高を測定し，さらにまた林床植物についても調査した。

本報告は 1957 年 5 月から 1958 年 4 月に至る 1 カ年聞の調査成績である。

W 調査成績

1. 林分構成の概況と野ネズミ個体群の分布

(1) 各調査区における林分構成の概況

野幌国有林は，面積 2 ， 200ha を有するがいして平坦なトドマツを優占とする天然林である。南北を縦

走する丘陵により東西にいりくんだ渓沢を生じ， 地形複雑となり落葉広葉樹を混交する林分も少なくな
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い。加うるにしばしば風害をこうむり風倒，あるいは枯損木の伐採により孔状の疎開地を生じ，人工造林

として施業せられた箇所も少なくない。したがってこの地域には人為の影響をうけていない天然林はきわ

めてわずかである。この調査のため設けられた 5 つの地区の森林植生の調査結果は，第 2 表に示すとおり

であるC そして林分構成状態をつぎに概括する。

A. トドマツ造林地〈略称A造林地〉

昭和 29 年の台風により，いちじるしい災害をうけた林地を直ちに伐木整地作業を施し，翌 30 年秋ト

ドマツを新植した。面積 5.4 ha の筋刈り造林地である。地宇存するにあたり， 造材によって生じた不用の

枝条，据木，腐朽木などを幅 20m ごとに列状に堆積した。したがって林地には数多の根株とともに筋状

に残されたササ， 雑草類の繁茂による遮蔽物(Cover) がはなはだしく存在するのを注目すべきである

(Plate 1. A，第 3 表〕。

第 2 表 調査地における森林植生
Table 2. Vegetation of natural forest in the study areas 

第 1 高木層における樹木本数
No. 1 Number of trees in tree layer 

(Quadrat 20 m') 

、、手下一 調査区 Studyarea Bl B , C Dl D , 

胸局直径 Breast-height diameter (cm) 
種 Species

6~40 6~55 6~48 8~34 6~24 

アオトドマツ Abies M.のγiana 17 5 12 9 

オニグノレミ Juglans ailanthifolia 2 

サワシパ Car.がれus cordata l 

アサダ Ostrya Japonica 4 

ウダイカ γ ノ宅 Betula Maxi相側icziana 2 

ミズナラ Quercus criゅula 2 

アカダモ Ulmus Davidia仰 var. japonica 3 5 3 

ヤマグワ Morus bo削bycis 4 2 

カツラ Cercidiphyllum japonicu制

キタコブシ Magnolia Kobus 3 

ナナカマド 品v加:s C剖刷出:ta 3 

イヌエンジュ Maackia A:楓宙開sis 2 

エゾヤマザクラ Pγunus Sargentii 

シウリザクラ Prunus Ssioγi 

ヒロハノキハダ Phellodend:γ'on sachalinense 

ペニイタヤ AceγM町村 2 l 

エゾモミジイタヤ Acer mono var. glabrum 2 l 2 

メイゲッカエデ Acer japonicu隅 6 3 

シナノキ Tilia japonica 12 3 2 9 

コシアプラ Acanthopanax sciadQρhylloides 10 

ハリギリ Kalopanax pictum 2 1 

ミズキ C官官叫s contγω町'sa 2 l 

ヤチダモ Fraxi悼叫s mandshurica 

総本数 Total 49 40 26 14 27 

樹種数針N・u広miber歩aonf合d spbez cies 13 14 10 8 7 

Percentage of mixed conif広er混ou交s and broad leaf trees (%) 34.7 12.5 46.2 。 33.3 
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第 2 表 Tab1e2.

第 2 低木層における樹木本数
No. 2 Number of trees in shrub 1ayer 

(Qua金百t 2õ1♂)

\稀\、;S-岡1-\田~\~\、~周~\胸 調査地 Study ar閣 B , C 

品直径 Breast-height diameter (cm)/ 2-4 
2内J4 2-4 2-4 I 2-4 

イチイ Taxus cω;pidata 3 l 

アオトドマツ Abies Mayァiana l 

パツコヤナギ Salix Bakko 2 

オニグノレミ Juglans Si伽ldi居間 6 

サワシパ Caψinus erosa 4 2 12 

アサダ Ostria japonica 10 

ウダイカンノミ Betula Maximowicziana l 

ヤマハンノキ Aln叫s hiγsuta 

きズナラ Quercus crispula 43 

アカダモ Ulmus Davidiana var. japo明ica 17 

ヤマグワ Morω bombycis 12 3 

キタコプシ Magnolia Kobus 4 i 

ホオノキ Magnolia obovata 3 

ナナカマド S町bus commixta 3 

イヌエンジュ Maackia amurensis 

エゾヤマザクラ Pγ叫制s Sarg四tii

シウリザクラ Prunus Ssiori 

キハダ Phellodendro明 amurense 4 

ニガキ Picras例a quassioides l 

ペニイタヤ Acer Myri 6 15 2 

エゾモミクイタヤ Acer m01ωvar. glabrum 19 15 1 

メイゲッカエデ Acer japonicum 7 

シナノキ Tilia j aponica 8 43 2 2 l 

コシアプラ Acanthopanax sciadophylloides 12 4 

ハリギり Kalopa加x pictus 18 4 

ミズキ C町明也s cont，γm脚'sa 2 l 12 

ヤチダモ Fraxinus 問andshurica 6 

エゾイヌガヤ CePhalotaxus 抗岳叫且 2 

エゾノりウツギ 明Idrangea paniωlata 2 
エゾマユミ Evonymus hians 

ツリパナ Evonymus oxYPhylla 4 

タラノキ Aralia elata 2 11 

総本数 Tota1 62 217 27 20 25 

種類数 Number of species 10 24 9 7 12 
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第 2 表 Table2.

第 3 ササと草本層における植物の本数
No. 3 Number of plants in Sasa・bamb∞ and herb layer 

(Quadrat ï1め

司晶 、J!-'.....""'.LV ..:l'

' 
クマイザサ Sasa paniculata 106 18 20 23 29 48 81 

オジダ Dryo.ρteris crassirhizo畑G 4 

フツキソウ Pac旬sandra t町制inalis 5 5 11 

クノレマノ宅ソウ Asperula odorata 35 

スゲ Carex sp. 2 2 

アオトドマツ Abies Mayriana 

メイゲッカエデ Acer j aponicum 

総本数 Total 147 19 21 30 37 59 81 

種類数 Number of species 7 2 2 4 3 2 
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第 3 表 トドマツ造林地における伐根調査
Tab!e 3. Specific name, number and diameter of stumps in (A) aforested !and 

本Number数 直Diamete径r 
直Ex径tr，のe範囲

種 名 mes 
Specific name 

per20m2 

per 20 m" cm C押B

アオトドマツ Abies Mayriana 2 17 (3"'34) 

ヤマハソノキ Al抑制s hirsuta 5 5 (1.5""'10) 

ウグイカ γJご Betula Maximowicziana 2 13 (11-15) 

ミズナラ Q拙γcus crispula 5 2 

アカダモ Ulmω Davidiana var. japonica 10 13 (3"'55) 

ホオノキ Magnolia obω'ata 4 2 (1"'2) 

エゾモミクイタヤ Acer mono var. glabrum 10 15 (3-28) 

ペニイタヤ Aceγ Mayri 11 15 (3-28) 

メイゲッカエデ Acer jlψonicum 3 5 (5) 

コシアプラ Acanthopa時四 sciadophylloides 2 6 (3.5-8.5) 

ハリギリ Kalopa:加x pict叫飢 2 6 (2"'10) 

ミズキ Corn:叫s contγω町sa 8 3 (2"'9) 

ヤチダモ Fraxinus mandshur・ica 10 

計 Tota! 65 

B. 針・広葉樹混交林 (B 混交林〉

この調査区は， A造林地と林縁の沢地とにはさまれた長方形の平坦な林地である。地形によって 2 分す

る。

B，区:北方に一団地をなす森林で，上層はトドマツが多く，少数のイタヤ類をまじえる。 下層はイタ

ヤ，コシアプラなど 15 種 125 本の広葉樹からなる。針葉樹トドマツの本数混交歩合は 35% となってい

る。

B. 区 :B，の南方に連続する平坦林で，林縁を通る沢地に接続するので一部は低湿なササ生地となって

いる。上層は少数のトドマツ大径木とナラ，シナノキなどが混交し，下層はナラ，シナノキ，イタヤなど

数多の広葉樹が存在し複層林型をなす。特に林床は幼齢の広葉樹がそう生し， 数多の樹種 (26 種〕と本二
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数 (258 本〉から成立するのがめだっている。トドマツの本数混交歩合は 10，%である(第 2 表〉。

このように B，と島区とは林相においてやや異なるが， 同一地域に存在するため， これを合わせて

B針・広混交林と略称する (Plate 1; B" B.，第 2 表〉。

C. トドマツ天然林 (C 純林〉

上層は大径のトドマツが優占し，わずかにカツラ， きズキをまじえ，下層にはイタヤ，シナノキ，ハリ

ギリなどを混ずる複層林である。トドマツの本数混交歩合は 46，%であるが，景観的にはトドマツの純林

に近い林相である。この区はA造林地の南方に位する細長い台地で，他の地区に比べいちじるしく狭小な

地積である (Plate 1; C，第 2 表〉。

D. 針・広葉樹混交林 (D 広葉樹林)

いちじるしく疎開された林地で， トドマツがはなはだ少なく，広葉樹の多い森林である。 A造林地の西

北方に広がるなだらかな台地で，もつばら林相によって 2 分する。

D，:大きい孔状の疎開地で，アカダモ，ハリギリなどの大径木が散生する c トドマツを欠きヤチダモ，

ミズキ，シナノキ， "ワなど 12 種 33 本を有する疎開された広葉樹林である。

D.: 前林地の南方につづく地区でトドマツ，アカダモ，コブシ，シナノキなどの混交林で，トドマツの

本数混交歩合は 33，%である。広葉樹はシナ，アカダモ， コブシなど 12 種 34 本を有するi(Plate 1; 

D，第 2 表〉。

E. ササ生沢地区

B区の上流地帯で，沢の幅は狭く (107 m) ， 細長し叶、u字状の地域である。 C純林に隣接し.C 区ととも

にA造林地の一部をとり囲んでいる。全地域にわたり長大なクマイザサが密生し，わずかにコブシ，アカ

ダモの小径木が数本散生するのみである。そして幅 1m余の小川が底流している (Plate 1; E，第 2 表〉。

(2) 林床植物の概況

全調査区の林床にはクマイザサがいちじるしく繁茂し，他の草本類はこれに圧倒されてその種類と数量

をはなはだしく減じている。加うるに調査時期が秋季 (11月〉のため，すでに枯凋した種類を逸したおそ

れがある。その調査結果は第 2 表に示すとおりである。

ササの生育は陽光と深い関係があり，林冠のうつ閉度によりいちじるしくササの生育量を制限するもの

である。林冠の疎開がもっとも少ないC トドマツ純林においてササの数量がもっとも少なく，上木のない

A造林地. Eササ生沢においてその量がいちじるしく多いことがわかる(第 2. 17 表〉。

以上各地区の天然林を見ると地形的に林縁または沢地に接し，針葉樹が少なく広葉樹が比較的多く分布

している。そして林冠が疎開されているところが多いので，林床にはクマイザサが優占する。この地域の

全般的な林相をおおまかにいうと， トドマツの老齢木とシナノキ，アカダモ，アサダ，イタヤなどの複層

林で，林床はクマイザサによって優占されているので，この群叢はトドマツ広葉樹--"マイザサ型とみ

なされる。

(3) 各調査区における野ネズミ個体群の分布

前記の 5 調査区において，捕鼠ワナは定点とその周囲 7.5m の等距離主に 5 個ずつ， そして 20m等距

離の定点を 40 カ所 (A : 10X4. B: 8x5, D: 6x7) および 10 カ所 (C.E. ともに 10x 1) を各区

域の面積に応じ配置した。しかし積雪期 (12"-' 3 月〕は作業が図難なため，ワナ数を A ， B.D 区は40，

C ， E区は 10 ずつに減じ各定点に配置した。ワナは箱をもっておおい，積雪を排して調査するに使ならし
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めた (P!ate 2; 1)。そして付け餌は南瓜の種子をもちい， 1 カ年間，各月連続 3 日間野ネズミとトガリネ

ズミを捕獲した。各調査区において捕獲した種類および個体数を集計すると第 4 表に示すとおりである。

第 4 表 調査区における野ネズミとトガリネズミの捕獲数とその割合
Tab!e4. Numbers and percentages of tota! number of fie!d mice and shrews in the 

study areas (A"'E)αptured during 1957"'1958 

\守竺 A B C I D E 捕獲T数ota合l 計

捕獲数 捕Nu獲m数-I ~彰 N捕bu獲emr数-ヌ6 捕Nbu獲emr数~I % N捕bu獲emr数~I % Numberl % percentagelﾑ u';ï;・%面

Speci ー________ I ber ber 
種類 cles 

エゾヤY略Aチfエ戸oネrdaヒゾズenメアmu守suネカsuズネgCea1ズミ2wsfhhミd由am m開2d1l ! l l 245 77 
109 I 51 54 I 64 485 I 58 

72 I 22 87 I 41 38 I 841 109 I 60 26 I 31 332 139 

ゾアカネ ミ 3 I 1 16 1 8 o I 2 I 1 4 I 5 25 I 3 
Apode刑us sp計eczosus aznu 

212 45 I I 181 84 842 T~ia! I 320 
オオアシトガリネズミ

37 32 9 I 35 25 6 40 6 50 59 34 Sorex unguiculatus 
エゾトガリネズミ

|曲曲| 17 65 3 75 9 60 6 50 115 66 So:γex sM乱ito saevus 
計 117 26 4 15 174 Tota! 

第 4 表から明らかなように.野ネズミの個体群の分布および密度は各調査地域によってひじように異な

り，それぞれ特有の分布を構成している。この地域におレて捕獲された野ネズきの種類はエゾヤチネズミ

Clethr初旬mys rufocanus bedfordiae (THOMAS) , ヒメネズミ Apodemω geisha (THOMAS)，エゾアカネズ

‘ Apode隅us ゆeciosus ainu (THOMAS) の 3 種と， その他トガリネズミの種類にオオアシトガリネズ Z

Sorex unguiculatus (DOBSON)，エゾトガリネズミ So何x shinto saevus (THOMAめがある。

野ネズミ群の個体数とその比率を示すと，エゾヤチネズき 485 (58%)，ヒメネズミ 332 (39%)，エゾ

アカネズミ 25 (3%)，計 842 頭となっている。エゾヤチネズきがすこぶる優勢で，ヒメネズミはやや少

なく，エゾアカネズきはし、ちじるしく劣勢であることが注目される。その他オオアジトガリネズミ 59(34

%)，エゾトガリネズミ 115 (66%)，計 174 頭であって， 後者の方がすぐれている。そしてトガリネズ

きは野ネズミの対比 16% となっている。

調査面積約 18ha の森林地域において， このように異なった野ネズき個体群の分布が見られるのは，

主として森林の構成状態の差異にもとづくものと思われる。つぎに各地域における野ネズさ個体群の分布

を検討してみよう。

A造林地:この地域でとれた野ネズミ個体群の比率を示すと， エゾヤチネズミ 77%， ヒメネズミ 22

%，エゾアカネズミ 1% の順位となって，他の地区に比ベエゾヤチネズミの比率がきわめて大きい。 こ

の造林地は天然林の伐採によって陽光の射入がし、ちじるしく，ササとともに草本類が繁茂する。たとえ筋

刈り作業によってしばしば手入れされるとはし、え，なお蔚芽により再生する。また筋状に残されたササ生

地は林木の根株，校条などとともに野ネズミに好適な生息所となっている。これらによってエゾヤチネズ

ミの分布を助長したものであろう (P!ate 2. 2) 。

B混交林:第 4 表の調査結果から見られるように，エゾヤチネズミ 51%，ヒメネズミ 41%，エゾアカ

ネズミ 8% の順位となっている。エゾヤチネズミがヒメネズミよりもやや多いが相伯仲する。エゾアカネ
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ズミはすこぶる僅少である。この地域の Bl とB"区とは林相がやや異なり， Bl 区にはトドマツ， B. 区

また地形上から隣接する沢の影響をうけ， B，区はササを優占とする低湿地が多は広葉樹の本数が多L 、。

くあるが， Bl 区は湿気の少ない小丘地である。これによって野ネズミの分布状態も必然的に異なり， Bl 

区はヒメネズミがエゾヤチネズさよりも1. 1 倍. B，区の方はエゾヤチネズきがヒメネズさよりも1. 5 倍

まさっている。エゾヤチネズミ属は北方圏の森林性のネズミで，涼しい湿地にすんでいるといわれるとお

り，本道のエゾヤチネズミもこのような樹林の低湿地に多く分布することは当然であろう。またヒメネズ

きも種実，昆虫類の多い樹林地が生息に適するものと思われる。

C トドマツ純林:隣接する沢地より一段高い，細長い帯状の小丘地であるc 野ネズミの分布比率を示す

ヒメネズミの比率が圧倒的とヒメネズミ 84%，エゾヤチネズミ 16% でエゾアカネズミを欠いている。

にエゾヤチネズきをしのいでいることがめだっている。トドマツの密な林冠でおおわれているので林床の

ササ草本類の発生がし、ちじるしく少ない。ヒメネズきには適するがエゾヤチネズミには不利な環境であろ

エゾアカネズミ 2% の順位であD広葉樹林:この地区ではヒメネズミ 60%. エゾヤチネズミ 39%.

る。 B区とは反対にヒメネズミの方がエゾヤチネズさよりも優勢である。ここはやや乾燥した，なだらか

な丘陵地帯で広葉樹の疎林地で林床はササでおおわれている。ヒメネズミのすみ場として有利な環境であ

ろう。

エゾアカネズミ 5% の順位である。こEササ生沢:ここはエゾヤチネズミ 64%，ヒメネズミ 31%，

しかも雪圧のため横臥全面草丈の長いササでおおわれ，の地域は幅 107 例の帯状の浅いU字状沢で，

し，地面との間に空隙を生じている。このためにエゾヤチネズミによいすみ場となっている。

次に各調査区の野ネズミ分布比率を示すため各調査区における 1 カ年間のワナ掛け日数を集め(第 5

表)，それによって各調査区におし、て捕獲した野ネズミの種類の割合を調べたのが第 6 表であるコ

第 5 表 ワナ掛け配置日数
T'able 5. Distribution of trap-night 

調査区とワナ掛け日数
Experimental area and trap-night 
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第 2 図野ネズミとトガリネズきの
調査地区における分布状態

Fig.2 Percentage of distribution 
of field mice and shrews species 
in each experimental areas A"'-'E 
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この調査結果から各調査区における野ネズミの分布状態を示す

と第 2 図のようである。

この調査結果から次のことがし、える。

(1)エゾヤチネズミはA造林地と Eササ生沢において圧倒的に優

占する。 (2) ヒメネズミはC トドマツ天然林において他の種より

もいちじるしく優勢である。 (3) エゾヤチネズミとヒメネズミは

B混交林， D広葉樹林において混せいし，春から夏にかけヒメネ

ズきが， 秋はエゾヤチネズミが優勢である。 (4) エゾアカネズミ

は元来乾いた土地の落葉広葉樹林に多く，そして行動する範囲は

広いのでこの調査地域には出現数が乏しい。したがってどの地区

とも深い結びつきの関係が認められない。 (5) トガリネズきは A

造林地にもっとも優勢である。そしてエゾトガリネズミはオオア

シネズさよりし、ちじるしくまさっている。

このように狭い地域で比較的数多くの測点をとって調査した結

果，野ネズミの分布は森林の構成状態の影響を強くうけているこ

とがめだっている。

2. 野ネズミ個体群の季節的変動

一定の地域にすんでいる野ネズき個体群は季節的にたえず変動

するもので，たんにある短い期間の調査結果のみでその変動を論

ずることは不十分といわざるをえない。これをもって 1957 年 5

月から翌年 4 月に至る満 1 カ年間，植栽後 3 年を経たトドマツ造

林地を中心にその周辺の 5 調査区においてワナ掛けによって個体

数の密度調査を行なった。その結果各地区野ネズミ個体群の出現

A: 造林地 Forested land. B: 数を月別に表示すると第 3 図のとおりである。
針・広混交林 Mixed natural 
coniferous and broad leaf forest 各調査区において野ネズミの種類の異なるにしたがい，それぞ

land. C:純林 Natural coniferous "'" ~~"~u，，m~""'-I<l，，~ 
forest land. D: 広葉樹林 Natural れの間の出現の様相に特殊性があらわれている。次に 3 種の野ネ
broad leaf forest land. E: U字 ズミの季節的消長を各調査区ごとに解明する。
7f~ササ生沢 U-shaped ravine with 
Sasa・bamboo. A造林地:エゾヤチネズミは 5 月の盛期から漸減し 8 月最低と

なり，ふたたび上昇して 10 月最盛期となる。それから冬期やや下降して春期ふたたび上昇するもののよ

うである。したがって作表上からは春，秋期に 2 つの山がみられ，秋の方が春に比べ著しく高くなってい

る O ヒメネズミは春に急増して 7 月最高となるが， 8 月急降下し，ふたたび上昇して 10 月少しく高くな

るもその後はしだいに減じ 11 月最低となる。そしてふたたび上昇して春の盛期となるようである。前者

に比し秋の山は春に比べいちじるしく低いのが特色である。アカネズミは各区とも出現数が少なく，ただ

夏期にあらわれるのみである。このような僧体群の変動は各種のもつ繁殖力の影響をうけているが，なお

気候および食物の影響によることが大であると思われる(第 3 図〕。

B混交林:エゾヤチネズミは春から夏にかけて増大するが，秋 10 月 1 時衰える。 晩秋 (11 月〉にわ

かに上昇を示すがその後は急減するようである。ヒメネズミの方は晩春 (6 月〉最盛期であるが 8 月急降
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下し 9 月ふたたび高くなるが，その後は漸減し

ている。エゾアカネズミは 7. 9 月にやや多く

。出現するも一般に衰勢である。ここは融雪期の

浸水，数多の種実の落下，隣接農耕地など種々

の影響をうけて個体群の季節的変動は概して複

雑である(第 3 図〉。

C トドマツ天然林:優占種ヒメネズミは春 6

月最盛期であるが， その後漸減し 8 月最低と

なる。 10 月やや上昇するもその後漸減し春ふ

たたび上昇をみるようである。エゾヤチネズミ

峠すこぶる劣勢で，ただ夏季に少しく出現する

のみである。またエゾアカネズミは全く出現を

みない。ほとんどヒメネズミが生活領域を独占

している。したがって春の盛期は秋に比べいち

じるしく高しこの種特有の消長型をあらわし

ている。この種のもつ繁殖の影響やすみ場の立

地条件が反映して特色のある個体群の変動を示

すものであろう(第 3 図〕。
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第 3 図 野ネズミ捕獲数の季節的変動

D広葉樹林:エゾヤチネズミとヒメネズミの

混せい地であるが， 個体数はヒメネズミの方

が少しくすぐれている。ほとんど相似た消長型

である。 8. 9 月を境とし， 前半 7 月， 後半

10, 11 月に各盛期があり， 特に後半の盛期は

ヒメネズミの方が圧倒的に優勢であることが注

日される。この地区はA造林地の奥地に続く広

い台地でやや乾燥し，周囲に広葉樹林を有する

が，中央の大きい孔状の疎開地にはササを密生

Fig.3 Population curve for field mice, with numｭ
ber of captured field mice (ordinate) during 

various months of year (abcissa) in experimental 

areas A'"'-'E 

一一一一一indicates Cl. r. b. (エゾヤチネズき〉
// Aρ. g. (ヒメネズミ〕

// Ap. s. a. (アカネズミ〕

する。立地上からエゾヤチネズミとヒメネズさの両者が共生することができる。

第 7 表 野ネズミ優占種の季節的変動
Table 7 . Diagramatic illustration of seasゅnal change of predominant species of field 

mice in each experimental areas 

B-Clethri肝IOmys rufocanus bedfi昨d匂e G-A;長ode楓us geisha 

一一一ー一一一一一一一 I I I I 
月 Month I v I V1 I VII I WI I 

調主主~ LXμ凪A・出国

A 造林地 A Forested woodland B B BIB B B B 

B 混交林 B !'1.~~e~d ，r.la!u~al c?，nif~rous and G G G B B G B broad leaf forestland 
C トドマツ天然林 C Natural coniferous forestland G G G G G G G 

D 広葉樹林 D Natural broad leaf forestland G G G G G G B 

E ササ生沢地 E U-shaped ravine G B B B B 

B 

B 

G 

B 

B 
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Eササ生沢:ェゾヤチネズミは秋 9 月を境とし，前 (5 月)，後 (10 月〉の 2期に盛期があるが，後期

の方が高L、。ヒメネズきは 7 月に最盛期があり 8 月から急に減少する。アカネズミは夏，秋ともにわずか

に出現する。このように狭い地域に 3 種が共生するのと，また融雪水などの影響をうけてエゾヤチネズミ

の消長型は春の山がくずされ低くなっている。 A区のように夏期に密度が低下しないのは林床に生ずる長

大なササのひ陰によるものであろう。

各地区毎月の野ネズミ捕獲数およびその割合から優占種を定め(第 7 表)， これを模式的に示すと第 7

表のとおりである。

この衰を見ると上木のない造林地 (A) とササ生沢 (E) ではエゾヤチネズミ，純林 (C) ではヒメネ

ズミが各月とも常に圧倒的に優勢である。混交林 (B) では春にヒメネズし秋にはエゾヤチネズミが優

占する。また広葉樹林 (D) では春，秋ともにヒメネズミがエゾヤチネズきに比べ優勢であるが，エゾヤ

チネズミが秋 11 月にまさってくる。

トガリネズミは各調査区とも春にオオアシトガリ，秋にエゾトガリが優勢である。そして秋期エゾトガ

リの出現数のいちじるしく多いことなどは注目すべきことである。

冬期間 (12......3 月〉は 1m 余の積雪により， 作業困難のためワナ数を減じたのと， 臥雪と林床上の

Cover の状態により野ネズミの行動がし、ちじるしく制約されることなどによって，造林地 (A) を除いた

B......E 区では個体数がはなはだ少数であった。これがため正確を期し難いが造林地 (A) の調査結果では

冬季エゾヤチネズきの個体数はいちじるしい減少を見ず， 1 カ年の最低は夏季に起こるものと思われる。

3. 体重と年齢組成

( 1 )体重

野ネズさは外形上年齢の識別が困難であるため体重(または体長〉を計測して，それを基礎にして年齢

を推定した。

各調査区で捕えたエゾヤチネズミ 早 243， � 241 頭の体重と体長を月別に集計して示したのが第 8 表で

ある。ただしこの表のうち♀については娘娠によっておこる重量の変化を避けるため，開腹し胎仔を除

いた。

この表から'，? � 1 カ年間の平均体重は♀ 27.0g， , � 28.4g で， ð が♀よりも L4g だけ重い。 体重

の季節的変化をみると月平均体重は♀ 8 ともに，いずれも繁殖期と関係があり，繁殖活動のおこるころ，

すなわち 8 においては 3 月から漸増し 4 月に最大値 (33.6g) ， 早は 5 月に最大値 (3L3g) となる。♀， � 

ともに繁殖期を過ぎると漸減し， ð は 11 月に最低値 (23.2g) ， ♀は 23.45g となる。体重の最大と最

小を対比すると 8 において 455￥， !j>に 34，%の増加であり， 繁殖期の体重は 8 が♀よりすぐれているこ

とがわかる。

ヒメネズミの体重は ð 101, 早 158 頭の集計によって定めた。年平均値は � 13.4g, ♀ 13.0g で，そ

の差は 0.38g で僅少である。季節的の変化は前種と同じ傾向で， � 11 4 月最大値 (15.8g) ， ♀は少しく

おくれて 6 月 14.5g となる。最小値は ð 8 月 1L8g，♀ 2 月 1L5g である。そして最大値を最小値に

比べると ð 34,%, ♀ 26，%の増加を示している。また繁殖期の最大値は 8 が♀よりも大なることはエゾヤ

チネズミと同じである。

エゾアカネズミは体重の年平均値は ð 37.5g， ♀ 26.3g である。 ð 15, ♀ 7 頭の集計で，資料乏しく

正確を期し難いので他を省略する。
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(2) 体長

体長は体重と対照せしめるため第 8 表に掲げた。体長の月平均値はほぼ体重に比例して増減している。

季節的の変化も体重と大同小異である。したがって本文記載の野ネズミ年齢は主として体重に基づき，な

おその他外貌を参考にして定めた。

(3) 年齢組成

1 年を通じて捕獲したエゾヤチネズミの体重を見ると 8.5""'45.5g で構成されており， それ以下の軽

量は野外に存在するもワナにかからなかった。 これを

5g ごとの階級に分けると構成員の体重は連続するので，

これを横輸にとりその頻度を縦軸として図示すると，体
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Fig.4 Age composition by' body weight 
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重組成の季節的な変化の状態がみられる〈第 4 図)。 一応体重の軽い方の小形群と重い大形群とに分けら

れるので，この境界の基準を 20-25g にとると小形群は幼獣でまだ生殖能力の十分に発達しないもので句

あるが，大形群の方は成獣で，季節的によって繁殖にあずかる集団である。またこの 2 つの境界点 (20-

25g) は亜成獣で大部分生殖力の未成熟なものである。この図から各月の年齢組成を検討して見ょう， 0 

5 月:成員は♀ 23-38 g , ~ 25-44 g で， !i1 ~ともに成獣群が主体でまだ幼獣が出現していないが繁殖:

の盛期であろう。 6 月:成員は~8.9-44 g , ♀ l1. 4-41. 3g で，成獣が主体であるがすでに幼獣がし、ちー

じるしく進出する。 7 月:成員は~ 20.2-45g, 早 20-45.5g， ~♀ともに幼獣が成長し， 若い成獣が主

体となる。 繁殖は衰退し幼獣がいない。 8 月:成員は~ 20-45 g , !i117. 4-45 g で成獣が主体であるが‘

その山が低し、。若い成獣がいちじるしく進出するのが見られる。 9 月:成員は~ 18.06g-40.0g， ♀ 18.5網

-39.0g で，成獣が主体であるが ，Js，kk.び幼獣が出現する。 老獣を欠いておるのが注目される。 10月:

成員は~ 15.3-39.0g, !i1 13.5-42.0g で，幼獣がいっそう多く出現する。 そして若い成獣カ1いちじる

しく多く進出し，ふるい成獣とが 2 つの山をなしている。秋の繁殖の様相をあらわしている。 11月:成員

は~ 18.0-35.5g， ♀ 8.5-32.5g で，幼獣と老獣が少なく， 若い成獣がいちじるしく多く成員がもっと

も多く充実し 15-35 g を底辺とするピラミッド状の曲線をえがいている。 12- 3 月:成員は~ 21.5--

35.5g， ♀ 20.0-30.5g であるが，積雪に妨げられ成員数をうることが，はなはだ少ないので図示するこ

とができなかった。 4 月:成員は~ 26.6-40.5g, 空 20.2-33.0g で成獣が主体となっている。とくに 8

の体重が号に比べ大きく，生殖力もだんだん盛んになることは注目をひく。

次にヒメネズきの年齢組成について簡単にふれてみよう。

ヒメネズミの~ 101, !i1 158，計 259 頭の体重は 5.7-21. 8g'の範囲で，これを 2.5g ごとの体重階に

分けた。そして成，幼獣の境を亜成獣 (10-12.5g) とした。その年齢組成の曲線(第 5 図〉から次のこ

とがし、えよう。

5 月:成員は~ 12-16.3g, ♀ 12-15.4g で成獣が主体である。 この時期にはまだ幼獣がいない。 6

月: ~ 6.1 ,......16.9g, ♀ 5.7，......16.4g で幼獣がはじめてあらわれている。成獣が主体であるが♀ 8 とも全般T

的にいっそう成長がすすんでいる。 7 月~ 10-21.8g, !i1 7.6，......19.8g で成員の幅がもっとも広く幼齢

が減じ成獣から老齢までが充実し出そろっている。 8 月~ 8，......14g， 早 8-18.5g で若い成獣が主体をな

す。 9 月: ~ 6.7-14.2g, !i17 .7-16.8g で老齢のものがなく，若い成獣が主体となる。 10月: ~ 10.8同ー

16.2g, !i1 10.7-14.0g, ♀ 8 ともに繁殖がとまり若い成獣が主体である。 11月: ~ 11-15g， ♀ 1 1. 5ゲ

17.0g で前と同様でその年齢が進んでいるが成獣の高きが減ずる。

かくして 5 月の成員数の指数 100 に対し 7 月は 168， 10 月は 116 の増加率となり， 7 月いちじるしく

成員数が増大することは，エゾヤチネズミと異なっているところで大いに注目すべきことであろう。

次に各月ごとに捕獲した野ネズミを主として体重によって幼獣 (20g 以下)， 成獣 (20-40g)， 老獣

(40g 以上〉の 3 階級に分け，月別の割合を示して作表すると第 9 表のようである。

幼獣は姫娠を見るこ之がほとんどないが 40g 以上の老獣でも姫娠を見るものがあるC したがってだん

だん生殖能力を備える幼獣の比率の大きいことは個体群の急速の増殖を示し，老獣の多いことはその表え

を意味するものといえよう(第 9 表〕。

このように野ネズミの個体群は生活環境に支配せられ移動，増殖，死亡などの諸因子の作用により，季

節的にいちじるしい増減の変化が見られる。とくに毎月のワナによる捕殺にかかわらず，個体群の増加す
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第 9 表 野ネズミ年齢構成の月別変化
Monthly change in age groups of field mice population 
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40 g and over 265 days over 115.1 g and over about 200 days over 

ることは，その組成上から回復の問題を注視すべきであろう。エゾヤチネズミ幼獣の春 (6 月〕主秋 (8

""10月〕の 2 回の出現により個体群出現の 2 つの盛期を認めるこ主ができる。特に秋の盛期が春に比べ，

いちじるしく大なることが特徴である。これらの図表(第 4 ・ 5 図，第 9 表〉からもよく認められる。

また老獣は春の盛期からしだいに衰え秋 (11月〕全く姿を没する。これを新しい世代への交替期と見てよ

かろう。ヒメネズミの方は晩春 (6 月〉から初秋 (9 月〉にかけて幼獣が出現しているので，個体群出現

の盛期は晩春から夏にかけて発達し秋の盛期は春に比べ衰えを見せている。
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4. 繁殖について

(1) 性比:繁殖活動を解明するにあたり，自然界における野ネズミの性比を決定することは無意義の

ことでない。調査全期間をとおして，各調査区において捕獲したエゾヤチネズき 481 個体についてその性

比をあらわしたのが第 10 表である。これによると，エゾヤチネズき~ 243 頭に対し♀ 238 頭で，その割

合は 50% 対 50% で♀ 8 ほとんど相半ばしているO さらにこれらの季節的変化を見ると，春 5 月から秋

10 月までは 9 が 8 よりも多いがその他は 8 がまさっているつ また調査区別に見ると.A造林地.D広葉

樹林 Eササ沢の順に 8 が多く. B混交林. c純林に 9 が多い。これを造林地 (A) と周囲の天然林 (B

""E) とに比較すると，その割合は前者は早 48%. 後者は♀ 50μ で後者において♀がややまさっている

ことがわかる。

ヒメネズミの場合は~ 167 に対し♀ 161 個体で，その割合は ~51% にたいし!i! 49% で早がやや劣って

いる。季節的な変化を見ると 6. 7 月に♀が 8 よりもまさっているが，その他は 8 が多くなっている。調

査区別ではD広葉樹林.A造林地. Eササ沢には 8 の方が多く，これに反しB混交林. c純林には 9 がま

さっている。これを造林地 (A) とその周辺の天然林地区 (B""E) に分かつと前者は草 47%. 後者は♀

50% で後者が少しくすぐれている。

このようにワナで捕獲された野ネズミの性比は季節により，また地域により変化するが，繁殖活動の旺

盛期，すなわちエゾヤチネズミは 5 月(♀ 60%). ヒメネズきでは 7 月(♀ 67%) において♀の方がいち

じるしくすぐれていることが注目される。これはおそらく，繁殖時期においては， ♀はワナを警戒するこ

となく付け餌を求めることによるものであろう。

(2) 繁殖:ネズきの繁殖期は♀ 8 の交尾から姫娠を経て幼獣が離乳するまでの期間である。したがっ

て♀は繁殖のために，もっとも重要な役割を果たしているが. ~もこれに関与することが大きい。それで

♀ 8 双方について繁殖状態の調査を行なった。

8 の繁殖の性徴は陰のう(嚢〉に降下した皐丸の膨脹により，外部からも見られる。皐丸は繁殖期にお

いて膨脹し大きくなるが， 平時においては収縮して小さく， 老齢の野ネズさのものは萎縮することが多

い。それで開腹して皐丸の長軸と短軸の長さを測定l.-.その伸縮により繁殖の状態を定めた。なお性徴は

8 生殖器の付属腺にあらわれるので，精嚢，摂護腺，副皐丸尾などの伸縮状態，特に副皐丸尾上にあらわ

れる精子管の有無などを検査した (Plate 2. 4, 5)。

♀の場合は外形上から生殖器突起(陰核〕の膨脹，睦の関口，乳I鍔の膨大，腹部触診による姫娠鑑定な

どのほか開腹して子宮角の膨脹度，子宮血管の多少，胎仔および黄体の有無などを鏡検し，胎仔と黄体の

数量を記録した。

各調査区で 1 カ年間捕獲したエゾヤチネズミ~ 239，♀ 241 個体について繁殖状態を検査し， これを季

節別に集計した成績を作表すると第四.11 表のようになる。

エゾヤチネズミ皐丸の測定資料をみると，皐丸の長軸は最小1.7 刑制，最大 11.0mm の範囲になって

いる。そのうち繁殖の性徴を有する最小の限界は長軸 7.8m間以上である。その体重はおよそ 25g であ

り，これを室内飼育の結果から推定すると，生後およそ 45 日の成長期間を経ていることがわかる。

皐丸は体の成長に伴い増大するが，なおその他，繁殖期にはとくに大きくなる関係があるので，前記の

供試個体全部について，皐丸の大きさと体重の関係を月別に集計してこれを図示した。第 7 図は横軸に体

重を 5g ごとにとり， 縦軸には皐丸の長軸の長さをとって， 各月における皐丸の平均の大きさを曲線で
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第 11 表 野ネズミ生殖活動の季節的変動(雄〉
Data on male reproductive condition of field mice for 1957"'1958 

ヤ\ 種 Species
エゾヤチネズミ ヒメ不ズき

ClethriOl間制Iys γufoca札IUS bedfordiae Apodemus geisha 

Nu数mとbe長r，さlenとg百th分an率d 
調To査tal数 Te皐st 丸長 P繁e 殖率 調T査otal数 Te皐stis丸len長gth P繁e 殖率

percentage is length r cent r cent 

Mo月nt、h、 examined breeding examined breeding 
勿包"包 刑制

1957 恥1ay 23 9.3 100 28 7.7 89.3 

June 19 8.5 79.0 32 8.3 90.6 

July 25 9.1 84.0 23 7.1 56.5 

Aug. 20 8.4 75.0 7 6.6 42.9 

Sept. 18 7.3 77 .8 17 4.1 。

Oct. 33 4.1 6.1 25 3.0 。

Nov. 45 2.9 。 11 2.7 。

Dec. 6 2.9 。 4 3.1 。

1958 Jan.、 10 4.8 10.0 l 5.4 。

Feb. B 3.1 。 6.1 100 

March 9 6.9 33.3 2 8.3 100 

April 23 8.7 100 9 8.6 100 

Total 239 160 
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これを解説すると次のようになる。
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全個体が皆1L2mm， 平均 8.7m例，

繁殖状態にある。 5 月:体重がやや減
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1 年を通じてm刑，平均 9.3 刑制で，

最大となっている。 6 月:皐丸の長径

一/4.5-10.1mm， 平均 8.5 抑制。 7 月:

/ 
皐丸の長径 5.4-10.7 抑制，平均 9.1

3.8-10.3 

9 月:皐丸の長径

8 月:皐丸の長径

隅隅，平均 8.4mm。
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第 6 図 エゾヤチネズミの体重と肇丸(長径〕の季節的変化

Fig.6 Seasonal variation of the body weight and t疋stis

length change in male of Clethrionomys rufocanus bedfordiae 

plotted as the mean for each 5・gram body weight 

" )? 4'-t; '0 
3.0-10.1 隅m， 平均 7.3 隅隅。 10月:

皐丸長径2.4-9.0mm， 平均4.1mm。

平11月:皐丸の長径1.7-5.3 刑m，

均 2.9mmo 12月:皐丸の長径 2.1-

皇室丸の平均値は 6 月から 9 月までは漸減の傾向にあるも， 10 月においてにわか3.8mm， 平均 2.9mm。
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に下降し， 11, 12月においてますます

低下し，全部が繁殖不能の状態におち
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しだいに増加し 4 月におL 、，

繁殖率の最低期 (11 月〉には最低値いて最高値 (33.6g) に達するが繁殖の最盛期をすぎると漸減し，

このように皐丸の伸縮と繁殖率の大小および繁殖率と体重などの関係は，(23.2g) となる(第 12 表〕。

いずれも同じように季節的に支配されていることは大いに注目すべきことであろう。

エゾヤチネズミの♀の繁殖状態は各調査地で捕獲した 241 個体につき開腹して調べた結果を，月別と体

重階級に分けて作表すると第 12， 13 表のようになる。

繁殖活動を始める成熟年齢は態の関口をみる体重で，春 6 月札幌の野外観察では平均 22g (20-25g) 

であった。第 13 表にしめされた体重階では 20-25g から胎仔を有し，そのときの姫娠率は 20% とな

っていて，その年齢は前者とほとんど一致している。この体重に達する年齢は飼育の結果に徴するにおよ

そ生後 40 日を経たものと推定される。これを 8 の 45 日に比べると 8 がややおくれている。

第 13 表に示すように体重階の進むにしたがい，姫娠率は漸次上昇する。すなわち体重階 2ト30g で

姫娠率 73弘 30~35g では 87%， 35-40 g 以上では 100% 主なっている。

前と同じように低い体重階 (20~25g) では胎仔数の平均 5.08胎仔数は平均 5.7 頭となっている。

頭，体重階 (40~50g) では平均 9.2 頭のように体重階の進むにしたがし、胎仔数は増していく傾向にある

が，体重階 (45-50 g) の老齢に至るとかえって減少し 6 頭となってくる。また黄体は 9 倍のノレーベによ

り検査したが，胎仔の発育中は明りょうであるが胎仔が死亡すると消失し判然と確認することができない

月別に繁殖状態を集計した第 12 表を見ると，繁殖はほとんど周年行なわれているようであるが繁殖率

ょうである。
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第 12 表 野ネズミ生殖活動の季節的変動(雌〉
Table 12. Data on female reproductive condition of field mice for 1957-1958 
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は季節的に大きい変動があらわれる。すなわち 5 月は最高率 (91.2%) で， 6 月 (80.0%) やや低下し，

7 月 (39.4%) に急に下降するが 8 月 (45.8%) ， 9 月 (75.0~的とふたたび上昇するc それより 10 月

(48.6%) , 11 月 (36.7%) としだいに低下する。 12- 2 月は資料の不足により精度を欠くが，しばしば

特発生の妊娠数が見られる。 3 月 (50.0%) ， 4 月 (88J引とふたたび急に上昇するものである。 要する

に繁殖の盛期が春 (5 月〕と秋 (9 月〉の 2 固にあらわれ，秋の山は春に比べ，はなはだしくおとろえて

いる。このような 2 つの山の曲線をえがくのが本種の特徴である(第 8 図〉。

ヒメネズミはi'ì 160，♀ 161 個体の繁殖状態について調査を行なった。

8 皐丸の長径の測定値は1.9-9.8 捌刑であり，これを月別に集計し，かっその繁殖状態を示すと第 11
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第 13 表 体重階における雄娠ネズミの季節的変化
Relation of weight of field mice to prevalence of pregnancy for 1957~1958 
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Per cent 67.9 22.2 12.5 。 4.6 。
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衰のとおりである。繁殖可能の性徴をあらわす皐丸の長径は 6.1 抑制で，その体重は 12g であった。ま

た皐丸の大きさの測定値は季節的に変化がいちじるしく .4 月の平均値 (8.6mm) が最大で，その後漸減し

11 月 (2.7 隅隅〉が最小となる。それより漸増し 3 月 (8.3 隅隅)急に上昇する。かくして繁殖率もまたこ

れに伴い 4 月 (100~的の最高から，漸減して，ついに 9 月 (0，%)には皆無となっている。その後休止

状態がつづき. 2 月ころからふたたび上昇するようである。

既述のように 8 の平均体重は繁殖活動の最盛期に高く， 衰退期に低くなる。 また体重と皐丸の大きさ

は季節的に変化がある。体重と繁殖率および皐丸の伸縮は相互に深い関係をもっていることがわかる(第

6. 7 図〉。

♀の繁殖年齢は第 13 表に示すとおり体重階 (10""12.5g) から始まる。そのときの維娠率はわずかに

2，%で，まだ十分な成熟年齢に達するということはできない。それより体重階を上るに従いしだいに姫娠

率を増加し. 15.1""17.5g 階において最高値 65.5，%に達するが，それ以上になるとかえって姫娠率が低

下するようである。また胎仔数は 3.0'-"4.7 頭で，平均 3.9 となっている。黄体数は 4""6 個で， 平均

4.8 である(第 12 表〉。

繁殖期は 4 月から 10 月にいたる 6 カ月間のようであり， 繁殖活動は季節的に大きい変化を生じてい

る。すなわち春 4 月 (62.5，%)から急増して 6 月 (82.1，%)最高値となり. 7 月 (27.3，%)以降は急減し

て 10 月 (4.6，%)最低値を示す。 それ以後 3 月までは休止する。したがって繁殖活動の最盛期は 6 月で

あり，その前後は急激に減ずるので，繁殖率の変化を図示するとひとつの高い山をえがくのがこの種の特

色である(第 9 図〉。

エゾヤチネズミとヒメネズミの 2 つの繁殖状態を比較すると，姫娠率において前者の 57，%に比べ後者

は 25，%でその差は 32，%であり.胎仔数の平均値は前者の 5.7 頭に対し後者は 3.9 頭で. 1. 8 頭の相

違がある。また繁殖期も前者は春秋 2 回の盛期があるが後者は春期 1 図で，しかも前者に比べ 2 カ月早く

繁殖を休止する。このように繁殖状態は全般的にエゾヤチネズミの方がヒメネズミに比べ，いちじるしく

すぐれているようである。

(3) 各調査区における繁殖状態

エゾヤチネズミとヒメネズミの繁殖状態について各調査区で月別に調べた結果を作表すると第 14. 15 

表のようである。繁殖状態の占める比率はエゾヤチネズミ 8 ではD広葉樹林 (54，%). B混交林 (49，%).

A造林地 (49タ). E ササ生沢 (44，%)の順位で，広葉樹林にもっとも高く. !j!ではEササ生沢 (82，%).

A造林地 (64，%). D広葉樹林 (56，%). B混交林 (47，%)の順になって. !j!のササ生地主造林地とが他の

天然林地区よりも高い比率を占めている。ヒメネズミ 8 はトドマツ純林 (65，%). E ササ生沢 (64，%). B 

混交林 (60，%). D広葉樹林 (46，%). A造林地 (36~的の順位であり，♀ではEササ生沢 (50，%). B混

交林 (38，%). A造林地 (36，%). C天然林 (35，%). D広葉樹林 (22，%)で， ♀がササ生沢と混交林にお

いてもっとも高率である。

このように繁殖率は両者とも地域的にかなり違うが，エゾヤチネズミ♀がササ生沢と造林地に.ヒメネ

ズミの方はササ生沢，混交林に高率を占めることは重視すべきことであろう。

各調査区の繁殖状態の季節的差違は第 14. 15 表に示すようであるが，資料が乏しいので正確を期し難

L、。
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色
。 3 l 2 3 11 l l 。 。 。 23 51 
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早
。 3 11 8 4 5 。 。 。 。 33 53 
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早
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第 14 表 エゾヤチネズミの生殖活動の季節的変化
B，re吃ding activity of Clethr仰仰~ys rufoca即応 beぜfordiae'for 1957~1958 

'; 1 June 1 July 1 A暗 IS叩t.1 仇t.1 Nov.1 Dec.1 j~~~ i Feb.IMarchl APrill 

Table 14. 

繁殖状態
Breeding activity 

性
Sex 

調査区
Study area 
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色

l 。 。 。 2 2 。 。 。 。 。 6 35 
C 

。 5 2 。 。 。 。 。 。 。 。 。 7 35 
甲

l 2 3 3 。 。 l 。 。 13 65 

9 B 3 。 。 。 。 。 。 。 5 26 46 
8 

2 。 6 11 7 3 。 。 。 。 31 54 
D 

2 3 l 。 l 。 。 。 。 。 3 11 22 
早

2 12 4 2 10 4 。 。 。 2 38 78 

2 3 3 。 。 。 。 。 。 。 。 9 64 
8 

。 。 2 。 2 。 。 。 。 。 。 5 36 
E 

Numb繁er殖br数eeding 2 l 3 。 。 。 。 。 。 。 。 。 6 50 
平

非繁殖数
Number not breeding 2 。 。 I 。 。 。 。 。 6 50 

第 15 表 ヒメネズきの生殖活動の季節的変化
T'able 15. B白泡:ding activity A�odernus geisha for 1957'""'1958 

[長;;|叫 J叫y I AUg.[ sept.1 州 NOV.[ Dec.[ }~~~ [ Feb.[M…戸i1生娘活動
Bteeding activity 

性
Sex 

調査区
Study area 
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5. 食性について

各調査区から毎月捕えたネ

ズミの胃袋をさき，その内容

-物を時計皿か，あるいはスラ

イドグラスの上に拡げて低倍

率の顕微鏡で食品の分類をお

こなった。この場合，食品を

おおまかに緑色繊維，根茎部，

果肉，種実，動物質の 5 つに分

けて記載し，形状だけで判断

できないものはヨード反応に

よりデンプン粒の存否とニン

ヒドリンおよび硝酸による蛋

白反応によって定性的に分類

記載し，食品名の明確なもの

は記録しておいた。

このようにして集計した食
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上 Upper: エゾヤチネズミ Clethrionomys rufocanus bedfordiae 

ヒメネズミ Apode隅us geisha 下 Lower:

Fig.10 

第四図各調査区ごとの年平均
Annual mean foods of field mice in each experimental 

areas (A-E. W) 

品を，胃内の含有パーセソトと，頭数の出現頻度で表わしたところ両方の表は， 「多量に食べられている

食品は， これを食べるネズミの数も多L、」ということが同じようにしめされていたので，後者の表，すな

わち捕獲頭数と出現数の比であらわした。だから， この報告には，摂取量をしめす表は省いた勺また，

の調査中にエゾアカネズミについては省き，エゾヤチネズミとヒメネズミについてのみ報告する。

(1 ) エゾヤチネズミとヒメネズミの一般的な食性

ー』

第 10 図に全個体の年聞の平均食性傾向を示した。これにみられるように，エゾヤチネズミは全頭数の

75% が緑色の繊維質をとっており， これとともに 20% ほどの根茎部もみられる。その他の食品は，全頭

数の 20% をうわまわることはない。果実のうち，水分の多い果肉質のものが多しこれはデンプン質の

多い種実をとるヒメネズミと異なっている点である。

一方ヒメネズきでは，年平均すると，動物と種実をとる割合が半々である 3 これらのほかに果肉が 25

~30% くらいで，緑草，根茎がごくわずかみられる。 要するに，エゾヤチネズミの草食性とヒメネズミ

の動物，種実食性とを対照的にあげることができる。

(2) ネズミ 2 種について食性の季節的変化

年間の平均だけをみると， おのおのの食品がいつも一定の配合比で食べられているかどうか不明だか

ら，これを次に季節別に配列して，第 ll-a 図を作成した。

これによると，エゾヤチネズミの摂取する緑草は 8. 9. 10 月にその量が減っているo これは，表の上

では果肉質の増加の影響とみられないこともない。しかしこの場合，果肉類が不足した積雪期にヒメネズミ

が千重実をとっている一方，エゾヤチネズミが主として緑草の摂取が高いのは，緑草の現存量のちがL、とい

えるだろうか。夏季に緑草が減ったということでなくて，エゾヤチネズミの要求の変化でないだろうか。

この点は後で考察してみたい。とにかく，エゾヤチネズミの食性の周年変動を大まかにいって.夏季の雑
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ravine mit Sasa・bamboo (E) 

第 11-c 図針葉樹林内に

おける食性の季節的変化
Fig.11-C 

Ditto, in coniferous forest land 
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Ditto , in broad leaf forest land (D) のに，デンプン質の多L 、種実

変わっている。この動物質は

主として幼虫胃内容に出現す

ヤチネズミの場合とよく似て
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第 11-b 区l 造林地内における
食性の季節約変化

Fig. 11-b Seasonal change of 
foods in forested wood land 

for 1957-1958 

これらの季節的変化では，に対する依存度がエゾヤチネズミと異なるのは 2 種のネスきの特徴と思う。

を，こんどは調査区の森林の構造別に検討してみよう。

各調査区のネズミの数との関係(3) 

第 11-b""f 図にしめすように個体群の変動と摂取傾向を対比させてみると，エゾヤチネズミの場合，

造林地 (A) と泥炭地 (W) の食品の構成がよく似てしお。それらはエゾヤチネズミの最も一般的な食品

の混合比(緑草の 4 に対し果肉その他 1) をしめしている。これら地域のつぎに，この比に近いのは混交

トドマツ天然林 (c) とササ生沢 (E) が不安定な構林 (B) と広葉樹林 (D) である。しかるに一方，

もっと総合的な解析が必要であるが，いまここで気がつくことは，

このエゾヤここで捕えられるエゾヤチネズミは少なし

成をしめしている。これを解くには，

C地区は圧倒的にヒメネズミの優占地区であり，
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チネズきは少数個体が緑草を飽食したと考えられるから，個体群の大きさと食性の関係は深いつながりを

もつことを見のがせない。しかもササ生沢 (E) では，エゾヤチネズミの優勢地帯であるのに，この地域

でのネズミが果実に多く依存しているのは疑問が残るが，この沢はU字形沢であるが狭く，両岸の森林か

らたえず移入するネズミの影響も考慮にいれて今後調査していきたい。

造林地 (A) については，動物質のとり方がエゾヤチネズミは他地域よりきわだって少ない。ここで捕

われるヒメネズさの胃内容は 7""'8 月にかけて動物質が多量に含まれているので，エゾヤチネズミは昆虫

類の数の変化に左右されていないと考えられる。ヒメネズミはA ， B ， Dの地域で食物が安定した傾向をも

っているが， トドマツ純林 (C) とササ生沢 (E) で食物の構成が不安定である。

(4) 各調査区での食性の季節的変化

A トドマツ筋刈造林地:ェゾヤチネズきの緑草のとり方は年間大差なし、。しかし，個体数は夏季 6 ， 8 

月少なくなり， 10 月以後造林地に増加し，積雪期は，この地域の密度が栢当に維持せられているが，そのi

食物は緑草(主としてササ型〉でしめられている。ヒメネズミは一般的食性変化とにている。夏季に周辺

天然林から上木のない造林地に移住するものは果肉，動物を食べている。

B混交林:ェゾヤチネズミの緑草摂取は 7 ， 8 月に少なく，果肉類が他よりきわめて多いc ヒメネズミ

は秋にこの付近から減少して，広葉樹林 (D) と対照的である。

C トドマツ天然林:エゾヤチネズミの捕獲数少なく，正確を期しがたい。ヒメネズミについては，果肉

より種実が秋に増加している。このころ緑草も少し胃に含まれている。

D広葉樹林:ェゾヤチネズ汁主B と異なり 8 ， 9 月に緑草が少なく，この時期には，水分が多くデンプ

ン質の少ない果実が食われる。ヒメネズミも秋になるとヤチネズミと同じく多く種実食になる。これらの

変化は，個体数の変動と一致している。

Eササ生沢:エゾヤチネズミの優勢な地帯で， 8 ， 9 ， 10 月に草の量が減少している。 また予想外に動

ι 物質と果実の摂取が高い。

W泥炭地原野(対照区) :ここにはヒメネズミは住まず，エゾヤチネズミの優占地帯で，農耕地付近に

はきカドネズミが分布している c 緑草の摂取は年聞大差ないが，造林地A よりも，ササ型繊維少なく，不

整型で雑多な緑草部分が食べられている。果物は 8 ， 9 月に多L 、。

(5) 食性の季節的変化に対する考察

エゾヤチネズミの場合は，積雪期を中心にして晩秋 11 月から翌春の 6 月ころまで，緑色繊維が多くと

られることを胃内容物によって観察される。 この期間の緑草とは， 主としてササ型(カホン科の類を含

む〉の繊縦であって，種実の混入は少ない。しかし夏期には，果実，動物の混入が目だっている。そのこ

ろの緑草はおもに非ササ型の，広葉で，大型多巡草などである。阻しゃく力の強いエゾヤチネズミについ

てこの期の食草を識別することは困難であろう。エゾヤチネズミにとって，動物質は 5 ， 6 月を頂点にし

て漸次とられなくなり，これらはおもに昆虫類の幼生，クモ類， ミミズの類で，昆虫では，鞘麹目のキチ

ン質の破片，ァ γテナ，肢が多数みられる 7 月ころの脂肪にとんだこれらの幼虫にかわって，秋になる

と動物質はまれになる。果肉は 7""'10 月ころに多い。 一方ヒメネズミは，春さきの動物質の漸減につれ

て果肉にかわり，やがて積雪期には種実にかわる。
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V 考察

野ネズミ個体群の分布は生活環境に支配されるので，ここに生活に必要な食資源と好適するすみ場の立

地条件について考察してみよう。

(1) 森林は天蓋をなす林冠と林床をおおう植物とは深い関係があり，林冠によって外界からの気象が

いちじるしく調節せられ林内の光，温・湿度などによって林床植物はもっとも深い影響をうけるc これに

関連して野ネズミ群の分布も変化している。

この調査地域の森林は極盛相とみなされるトドマツ天然林が上木の枯損，倒壊などによって漸次広葉樹

を主体とする林相に推移し，そして人為の伐採によって造林地に変遷する傾向一一C トドマツ天然林→B

針広混交林→D広葉樹林→A造林地一一，すなわち退向に推移するものと考えられる。そして林冠の閉鎖

度はC トドマツ天然林からA造林地にいたる間，順次に疎開され，それに応じてササの重量，本数，長さ

などがし、ちじるしく変化している(第 16 表〉。またササはどの調査区においても他の草本類を圧倒しも

っとも優占していることは本調査の結果明らかである(第 2 表〉。 この地域ではササはしばしば野ネズミ

の食物となるのみならず，すみ場所として不可欠の存在となっている。 すなわち遮へい物 (Cover) とな

り外敵からの逃避を助けるからである。草木類もまたササと同じような関係があるので重視しなければな

らないが，天然林の地域にはきわめて少なく，ただ伐採跡造林地 (A) はササとともに雑草類がし、ちじる

第 16 表 クマイザサの本数，長さおよび生重量

Table 16. Number, length and weight of Sasa paniculata 

吋ザペ Freぬ weight|ーさ 生重量
perl 隅2

per 1 

数
一u
d

h
u
-
L
 

m
:
 

1
r
 

本
M
m
R

調査区
Experimental area 

C1叫 g 
A 106 65 1,850 
Bl 18 70 270 
B2 20 107 920 
C 23 45 180 
Dl 29 99 650 
D , 48 102 1, 150 
E 81 121 3 , 450 

しく繁茂する。特に筋刈の部分はササよりもまさっているところが多い。その他蔓茎類一一ノブドウ，ツ

ルウメモドキ，サノレナシなどはその果実が野ネズミの食糧となるのみならず他物をからんで絶好のすみ場

を作っている。加うるに伐木作業によって生じた根株，倒木，校条などの散乱，またはその堆積は林床植

物の繁茂と相まって野ネズきの好適するすみ場所となることが多L、。要するに野ネズミ個体群の密度は直

接には林床を保護する遮へい物(Ground cover) の量に関係するものであり， 特に大風害あるいは天然

林伐採作業によって生ずる校条などは林地に放置することなく，できるだけすみやかに清掃することが野

ネズミの繁殖を制限するものである。

野ネズミ生息場所の環境から前述の好条件を備えているA造林地では草食性で旬筒型のエゾヤチネズミ

のすみ場としてもっとも適するものである。また長い耳と，跳躍型の足をもち，その行動の敏しようなヒ

メネズミは林床における Ground cover の量よりも， 樹陰地で食物の多い森林内の生息に適するようで

ある。したがって C トドマツ純林， D広葉樹林など分布の範囲は広い地域にわたっている。

(2) エゾヤチネズミを食性の面からみると， 造林地には縁草が年間とおして豊富にあることがいえ
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る。これは周辺より有利である。冬期にエゾヤチネズミが周辺の森林にわずかしかとれず，造林地に集中

しているのはこうした食草のすぐれているためと考えられる。周辺天然林のトドマツが広葉樹林に変わっ

た B. Dなどで，若干エゾヤチネズミがとれたのは，ササその他の下草がこれらの林にいりこんでいるた

めであろう c ササ生沢がエゾヤチネズミ地帯であるのに，食性が特異で，森林型であるのは近接地からの・

影響であることはすでに述べておいた。

エゾヤチネズミがササ型に依存しているのは春先から 6 月ころまでの“タケノコ期"と降雪でササが倒。

れ他の革本が枯れたころのササのわき芽の形成される時期である。造林地の晩秋に多くなるのは，下刈り

によりササの二次成長により，若い成長点が豊富に存することによるものと考えられる。

次に混交林 (B) と広葉樹 (D) のちがいについて考えて見ると，下草(ササ〉の量の多いD よりも B

にエゾヤチネズミが多い。これは食性の面ではなく，むしろ Bが低湿地になっている地形的影響によるも.

のであろう。

ヒメネズミは食性上からは種実と動物質を主食とするので，森林内に生息することが有利である。しか

し夏期，造林地内にヒメネズミが増加するのは革本類が多量に果実をたくわえ，また昆虫類の幼虫も多く

存在する時期となって，食物が豊富になるからであろう。

エゾヤチネズミとヒメネズミの分布上の関係は両者食物の面でたがいに共存しうるし，すみ場か(3) 

エゾヤチネズミ両種の混せいする B混交林における生息歩合は，らは同じ調査地域に混せいしている。

ヒメネズミ 41.% となっているが. B. 区での対比は 43: 57.%. B，区の方は 60 : 40.% と51.% に対し.

湿地の多い B，区ではエゾヤチネズミの方が優勢・すなわち乾いた B. 区ではヒメネズミ，なっている。

である。またD広葉樹林地ではエゾヤチネズきとヒメネズミの割合は 40 : 60.% でヒメネズきの方が優勢ー

である。なだらかな丘陵地のD区は B区よりも乾燥地であるからであろう。 A造林地においてはヒメネズ

ミの増殖期 (7 月)においてエゾヤチネズミの減少による空白地にヒメネズミが侵入し，その生活領域を

第 17 表 森林の群落と野ネズミの分布総括
Forst plant community and distrib岨tion of field mice 
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研究は他日にまたなければならない。

(4) 野ネズミの分布を規定する要因として林地の地形と水分とが相関係し，重要な役割りをなしてい

るように考える。この調査地域の地形は概して平坦であるが，局所的には高低を多く有する。とくに沢地

による水分の相違にもとづいた森林群落とネズミの種類との間には，かなり大きい分布の差異を生じてい

るようである。これらの微気候的な環境条件については正確な資料に乏しいが，その概略を示したのが第

17 表である。

(5) これまで造林地とその周辺天然林の調査区における野ネズき個体群の大きさおよび季節的変動な

どについて検討してきたが，造林地とその周囲の天然林地区とは，
20 

15 

10 

/'-....1.量#世
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第12図造林地と周囲天然林と
のエゾヤチネズき捕獲割合
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第13図造林地と周囲天然林と
のヒメネズミ捕獲割合

どんな関連性があるかを究明する必要がある。そこで周囲天然林地

区 (B-E) の捕獲数を一括し，これと造林地 (A) のものとを対

比すると第 12. 13 図に示すとおりである。これによるとエゾヤチ

ネズきの密度は造林地で春と秋に大きく，特に秋は春に比べいちじ

るしく高い。また天然林では初夏 (7 月〉に大きく，秋 (11月)に

は比較的に低いことなどが目だっている。ヒメネズミの場合は造林

地では初夏 (7 月〉において最高で，秋 (10月〉にはやや高くなる

が，しだいに低下していく。天然林では晩春から初夏 (6. 7 月〉

にいちじるしく高く， 8 月低下するも，ふたたび上昇し. 10月，そ

の後 11 月直ちに低くなっている。このように造林地と天然林の両

地域で野ネズミ個体群の密度の季節的に相違を生じているのがわか

る。では，これは何に起因するか考究してみよう。森林の構成，林

床植物および地被物の関係は本文に詳述したので，ここには他の因

子も列挙する。

繁殖の関係:ェゾヤチネズミ 8 の繁殖は春 (5 月〉の最盛期から

秋にかけて漸衰する 1 山型に比べ， ♀の最盛期が春 (5 月〉と秋

Fig.13 Ditto, A.ρodemω geisha (9 月〉の 2 山型にあらわれる。ヒメネズミの場合は 8 の最盛期が

春 (5 ， 6 月〉にあるが，しだいに衰え秋 (9 月)に休止する。

平の最盛期は春 (6 ， 7 月〉であるが漸表して秩 (11月〉に休止する。♀ 8 とともに 1 山型である。か

くして両者の相違はエゾヤチネズミの方が秋の繁殖においてまさっていることである(第 7 ， 8 図〉。

これを密度の曲線と対照するとエゾヤチネズミの春秋 2 期の増大は全く♀の繁殖時期と一致するが，秋

の山が密度曲線においていちじるしく高いことは繁殖面のみならず他の原因(気候〉を重視したい。ヒメ

ネズミもほぼ同じ関係にあるが，造林地での密度曲線の最高が 7 月にずれているのは増殖の結果造林地へ

の生活領域の鉱張に基づくものであろう。

気候の関係. ，休内は林外に比べ夏は温度の較差少なく，冷涼で湿度が高いのが通則であるC 北方の森林

性ヤチネズミにれい属する本道のエゾヤチネズミも夏には冷湿な森林内のすみ場を好み，秋冬は日照の多

い温かい造林地の被覆物下を温床として生息する。またヒメネズミは夏は樹陰地を好み，秋冬は落葉樹林

に生息することなどが調査結果から考察される。密度曲線第 12， 13 図からもエゾヤチネズミは夏は造林

地に低下するが秋にはし、ちじるしく上昇している。ヒメネズミは天然林と造林地ともに夏に低いが秋には
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上昇している。こうした個体群の変動は季節的の気候因子，とくに温湿度の変化に応ずる生息場所の移動

によって左右されるものであると考える。

このように造林地とその周辺の天然林地域との聞には個体群密度のいちじるしい季節的変動により移動

が生ずることを認め，深い関連性のあることを注意しなければならなし、。とくにエゾヤチネズミの秋季造

林地への移動，すなわち集合の現象を重視するc

食物の関係:胃内容の調査からいえることは，植物繊維質のとれ具合から，造林地は周辺天然林より豊

富であることである。これは，下刈りなどの人為的な作用によって，たえず若い緑草の成長がみられるた

めである。とくに，エゾヤチネズきの食性は，積雪期を中心にササ型(ササまたはカホン科の類〉の食品

に変わるのが食性の季節的変化の特徴であるが，このササ型の含まれる割合からいっても，周辺より造林

地が高い(第 12， 13 図〕。

エゾヤチネズきが積雪期を中心に造林地に高密度に集中されるのは，住居的要因とともに食物の有利な

面を認めることがができる。

この調査結果から，今後は食草の季節的な「成長量」の測定をつづけたいと考えている。

ヒメネズミについて見ると春からしだいに個体数が減少しており，食性の面から動物質の減少とよく一

致している J しかし天然林 (D) で秋季果実の増加とともに，個体数がふえているのに造林地 (A) では

かえって減少しているO この点からすみ場の条件が食性よりも強く左右していると考えられる。このよう

に食性面からの季節的変動の解析はそのすみ場所的要因との関連が生じてくることが注意すべきことであ

る。

百防除法の考察

この地域の天然林は，優占種のトドマツがすでに老齢過熟の林分であり，加うるに種々の災害をこうむ

り，いちじるしく荒廃し，漸次広葉樹に移行する傾向にあることは既述のとおりである。したがって林木

を食害するエゾヤチネズきは，かなり広く分布している。とくに伐採跡のトドマツ筋刈造林地では新植後

わずかに 3 カ年を経ているにすぎないが，すでに野ネズさ個体数がおびただしく急増してレることが目だ

っている。野ネズきはその種類によってそれぞれの生活に適する環境に分布しているので，被害防止のた

めにはエゾヤチネズミの発生に関係する環境要因をできるだけ排除することがきわめて重要であるc 森林

が伐採されると土壌の理学性(水分〉も変わり林地が草原化への道をたどってくるので，食物とすみ場の

両面でエゾヤチネズミに有利になってくることは，この調査の結果に徴し明らかなことである。これまで

行なわれてきた生活環境の破壊すなわち根株，倒木，枝条の整理と全刈り，火入れによる完全地持作業な

らびに下刈りの励行にによる林地の清掃作業が，ともに重大な意義をもっているのであるc

野ネズミの発生を制御するとともに移動をはばむことは，すこぶる必要なことである。この調査結果か

ら造林地の野ネズミの個体数は，秋は春に比べいちじるしく増加しているごそして造林地内の遮へい物が

しばしばエゾヤチネズミの温床となり，周辺地域から造林地へと移動することがはっきりとあらわれる c

そしてそこで越年したものは翌春気候の変動にともない，ふたたび適地へと移出する傾向がある。このよ

うな移動阻止のためには林地の清掃がたいせつであるとともに，防除溝の設置もまたすこぶる重要で，地

形によってはいちじるしい効果が期待される。

現在行なわれている毒餌による駆除は，ネズミの個体数の大きい秋期に重点がおかれているが，ネズミ
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の生態的な裏付けをもたせると，春季，個体数が少なく，集結場所の狭い，そしてまだ繁殖の始まらない

時期において， その発生源を駆除することが一層有効である。 春期に野ネズミ生息場所を駆除すること

は，その後の増殖蔓延を防止し，秋期における大発生を防止するに大いに効果があるものである。造林地

とその周辺地域における野ネズミの生息場所は地被物として遮ヘレ物の状態に関係することが多い。した

がって毒餌の配置は均一的よりも生息場所に重点をおき，造林地のみならず周辺の天然林地域にまで及ぼヲ

すことがもっとも肝要である。

!lif鼠生態の調査研究はすこぶる緊要で，これらの進歩に伴い，なお多くのすぐれた駆除の成績をあげう，

るものである。

VII 摘要

野l院トドマツ天然林内の造林地とその周辺の地域における野ネズき個体群の密度，季節的変動，体重と

年齢組成，繁殖，食性などの調査資料から収めた成績の摘要を次に掲げる。

1. 調査地を森林の構成状態からA人工造林地， B針広混交林， c トドマツ純林， D広葉樹林， Eササ

生沢の 5 つに区分した。各地区における野ネズき総捕獲数は 842 頭で，その割合はエゾヤチネズき 485 頭

(58，%)，ヒメネズミ 332 頭(39，%)，エゾアカネズき 25 頭 (3，%)となっている。また各地区の野ネズミ種

類の分布状態を示すと第七 6 表のようである。エゾヤチネズミはA区と E区に，ヒメネズミはC区に圧

倒的に優勢である。 B区と D区は前記の 2種が同じように混せいするが， B区ではエゾヤチネズむ D区

ではヒメネズミがやや優勢であるコそしてエゾアカネズきの分布は前者に比べきわめてわずかである。そ

の他オオアシトガリネズミ 59 頭 (34，%)，エゾトガリネズミ 115 頭 (66，%)が各地区，とくにA区に多

く分布することなどが注目される。

2. 野ネズミ群出現の個体数によって各月の優占度を定め，これを模式的に示すと第 7 表のとおりであ，

る。エゾヤチネズきとヒメネズミの個体群は春と秋との 2 時期に出現の盛期があるが，エゾヤチネズミは

秋の方にヒメネズミは春の方に最盛期を有する。

3. エゾヤチネズミの平均体重は ~27.0g， ô28.4g, ヒメネズミは♀ 13.0g， � 13.4g である。体重

に基づいて年齢組成図を作ってみると第 4 ， 5 図のようである。若ネズミの出現は 6 月と 10 月であり，

老ネズミは 8 月に少ない。これによってみるも野ネズミの繁殖は 6， 10 月の 2 回の盛期があり，そして夏

期 (8 月〉はほとんど休止し，この時期に老ネズミが死滅し新しい世代のネズきがこれにかわっていくも

のと考えられる。

4. 野ネズミの性比は， エゾヤチネズき 481 個体につき調べると， � 243 (50.42,%) :早 238 (49.58: 

pω で，その差はきわめて少ない。そして春から秋にかけて (5~10 月)♀が 8 よりも多くなっている。

とくに繁殖の旺盛期 (5 月〉には♀が，越冬期 (11 月〕には 8 がいずれもまさっているO ヒメネズミ 328

個体は ô 167 (51. 0,%) :♀ 161 (49.0，%)で 8 がやや多い。 そして 7 ， 8 月は♀カ旬、ちじるしく多くその、

他は 8 がすぐれている c

5. ô の Breeding の状態は主として皐丸の伸縮を計った数値により，♀の方は Embryo の有無によ

って定めた。月別に計った Breeding の百分率によって描いた曲線図 (Fig. 8 , 9) を見ると，エゾヤチ

ネズミ 8 ♀により 2 つの型が区別される。 Hi春 5 月を Peak とする 1 山型であるが， ♀の方は春 (5

月)と秋 (9 月〉の 2 山型で， 春の山は秋よりもいちじるしく高い。 ヒメネズミの方は♀ 8 とも春(6. 
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月〕を最盛期とする 1 山型であるが，♀において秋 (10 月〕にきわめて僅少数の繁殖が見られる。

6. エゾヤチネズその純娠は体重階 20-25g (絡娠率 20%) から始まり，階の進むにしたがい縦娠率

は上昇し 35-40 g において 100% に達す。 そして 1 カ年の平均紘娠率は 57%， 胎仔数は年平均 5.7

頭となる。 ヒメネズミの方は 10-12.5g (姫娠率 3.7%) から始まり 15-17.5g において最高雄娠率

65.52% に達する。そして年平均純娠率は 25~百，年平均胎仔数は 3.9 頭である。したがってエゾヤチネ

ズきの繁殖力はヒメネズミに比べはるかにすぐれているように思われる。

7. 胃の内容物の部l検によって野ネズミの食性を調査するとエゾヤチネズミは草食性で，主要食物は緑

色の繊維質を主としその他根茎の部分，多肉質の果実である。ヒメネズミの方は動物質と種実が主要なも

のであってその割合はたがいに相半ばしている。 また肉質の果実を食うことが多いが緑草類はまれであ

る。食性は季節的に変化する。エゾヤチネズミの摂食する緑草類は 8. 9, 10 月に減じて多肉質の果実が

増している。そして冬季には繊維質(カホソ科〕の食物が多くなる。ヒメネズミの方は春から初夏にかけ

て動物質，特に昆虫の幼虫が多いが，秋から冬になるとしだいに種実が増加する。

8. 造林地とその周辺天然林地域との聞には個体群密度の季節約変動のいちじるしい相違によって移動

関係が生じ，両者の聞に深い関連性があることが認められる。とくにエゾヤチネズミの秋季における造林

地への集結が重視される。造林地における秋期の Population の増大はその地区の繁殖によるよりもむし

ろ移動によることが大であるように認められる。

9. 野ネズきの防除はその発生の要因を，できるだけ排除することが必要である。したがって造林地の

火入れ地排，下刈り励行による林地の清掃，造林地への移動を阻止する防除溝の設置および春と秋に生息、

箇所を重点に造林地ならびにその周辺地域の毒餌配置など，野ネズミの生態に基づいた防除措置を考究す

ることが肝要である。

後記本調査を実施するにあたり，林業試験場北海道支場技官五十嵐文吉，同助手星野泰教氏の援助を

得た。調査成績を報告するにあたり両氏に対し感謝の意を表する。
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Field Experiments on the Biology of Field Mice in the W oodland 

Eijiro KINOSHITA and Mitsuru MAEDA 

(R駸um�) 

The three species of field mice, Clethrionomys rufocanus bedfordiae, Apodemω geisha and 

Apodemus speciosus ainu were studied at Nopporo National Forest near Sapporo, Hokkaido from 
1957 to 1958. 

In speciaIly selected 紅白s estimates were made, at intervals, of their number and 

breedings. Between regular trapping periods field experiments were conducted to examine 

the population density, seasonal fIuctuations, breeding and feeding habits, together with the 
influence of their environments. 

Experimental woodland was divided into five are加 from A to E in its interior(Fig. 1-a 

and 1-b). 

A. Young Todo・fir plantation 

B. Mixed natural woodland 

C. Natural coniferous woodland 

D. Natural broad leaf woodland 

E. U.shaped ravine covered entirely with Sasa・bamboo

A area is surrounded by B""E areas as shown in Fig. 1. and the vegetation of each 

area is indicated in Table 2. Tables 4""7 and Fig. 2""3 show the results of the trapping at 

every month of the year in 1957 and 1958. 

Total number of captured mice was thus 872. They had the foIlowing proportions of 

species of field mice: Clethrionomys γufocanω bedfordiae 485 (58,%), Apode削us geisha 332 (39 

,%), Apodemus speciosus ainu 25 (3,%). Likewise the number of shrews taken was 174. The 

proportions of species of them were Sorex ungui印刷ω59 (34,%) and Soγex shinto sae仰s 115 

(66,%) as may be seen in Table 4, 6. 

The distribution of the species in each selected area is shown in Table 4 and Fig. 2. It 

wilI noted that the Clethrionomus rufocanus bedfordiae was found mainly in the areas A and E 

which were covered with grasses, stumps, and debris. This species was rarely found in the 

area C with dense coniferous trees, the main species there being Apode例us geisha. Apodemus 

speciosus ainu was scarce in these experimental areas; very few in A, B. D & E and none in 

C. Shrews were trapped in aII areas but were found mainly in A. Wet ground and groundｭ

covers such as grasses, debris, and stumps seem to be essential for shrews. 
The monthly predominant species in these experimental areas was determined and 

indicated in Table 7. 

It was noted that the largest number of Apodemω geisha appeared in spring, but the 
peaks of Clethrio抑制ys rufocanus bedfordiae were seen in spring and autumn with higher peak 

(Fig.3). 

The annual means of body weight for Clethrionomys rufocanω bedfordiae were ~ 28.36g 

and !j! 26.95g: for Apodemus geisha ~ 13.37 and !j! 12.99g and for Apodemus speciosus ainu 

~ 37.54 and ♀ 26.32g. The developmental period of body weight generaIIy coincided with 

breeding season in spring (Table 8). 

The total sex ratio of aII trapped Clethrionomys rufocanus bedfordiae, as shown in Table 

10, was 243 (50.42,%) males to 238 (49.58~的 females， or nearIy equaI. Every month from 

May to October, however, the number of females was larger than that of males, especiaIly 

so during the highly breeding season, whil巴 the males exceeded the females from November 

to April of the foIlowing year. The total sex ratio of aIl trapped Apodemω geisha， as shown 

in Table 10, was 167 (51. 0,%) males to 161 (49.0,%) females. The males exceeded the 

females in any month except July and August when the females outnumbered the males. 

The appearance of reproduction was determined mainly by measurement of testicIes and 

th巴 presence or absence of embryos. The reproduction curve was based on the percentage 
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of the breeding individuals from monthly data. 1n Clethrionomys rufocanus bedfordiae, the male 
curve showed a single peak in May whereas the female curve showed two peaks, one in May 

and another in September. The may peak was remarkably higher than the latter. 1n Apoｭ

demus geisha the reproduction curve showed a single peak in June in both male and female, 
although a slight increase was seen in autumn in the female curve (Fig.8, 9). 

With regard to the relationship between increase of body weight and increase in pregｭ

nancies in Clethrionomys rufocanus bedj町diae) , it was observed that the pre伊ancy rate was 

20% at 2命、，25g of body weight with a parallel increase up to 35-40 g when the pregnancy 

rate showed 100ガ The annual mean percentage of pregnancy was 57.18.9百 and the annual 

mean number of embryos per female was 5.7. 1n the case of Apodemus geisha the pregnancy 

rate was 3.7% at 10"-'12.5g of body weight with the highest rate (65.52%) at 15"-'17.5g. 

The annual mean number of embryos per female was 3.92. Thus it may be said that the 

reproduction rate of Clethrionomys rufocanus bedfordiae is somewhat higher than that of Apoｭ

demus geisha (Table 12). 

It was revealed that Clethrionomys rufocanus bedfordiae is herbivorous. The contents of 

the stomach were generally green fib巴rs possibly from leaves etc. and white fibers, possibly 
from stalks and roots. There was also evidence of fleshy fruit. Apode例us geisha subsist 

mainly on insects and seeds. At times they apparent1y eat f1eshy fruit but do not eat green 

plants. The feeding habits of field mice varied with the season. From August to October 

the foods of Clethrionomys rufocanus bedfordiae gradually change from green plants to f1eshy 

fruit. And a marked increase of gramineous fiber was seen in the stomach during the winter 

months. 白1 the contrary Apodemus geisha largely depends on insect larvae or small animals 

with a gradual increase of various plant seeds froni autumn to winter (Fig.10, 11). 

From evidence obtained it is conjectured that seasonal migration takes place between 

natural forest stands and forested woodland stands , which may account for the remarkable 

seasonal f1uctuation in field mice population (Fig.12, 13). From the findings of the present 

investigatiol1 it is confirmed that a remarkable rise in the Clethriono刑iyS rufocanus bedfordiae 

population occurs in alltumn in plantation sites surrounded by natural forests. It is suggested 

that this is due to entry from the area outside the boundary rather than to increase in the 

area by breeding. 

Based on the above mentioned data the authors arrive at the following deductions: It is 

imperative in mice control to seek out environmental factors that inf1uence the increase or 

decrease of mice population. Thus, it may be a very effective method of vole control in 

Hokkaido to undertake the following control measures: 

1. Preparation of plantation sites should be done by the fire burning method, and bushｭ
c1eaning maintained by weeding after planting. 

2. Poisoning in spring before first breeding is effective to prevent autumnal population 

rise in preference to only autumnal poisoning. 

3. 1n natural forest surrounding young plantation site, the selection of poison baits 

depends upon the feeding habits of field mice. 

4. Prevention of field mice by trench method. Generally, it is suggested that all control 
measures should be based on the ecology of field mice. 



-Plate 1ー

A B, 

B. C 

D E 

調査地区A~Eの林相 (1957 年 11 月保影)
Experimental areas A-'"E, photographed in November. 

A. トドマツ造林地 Forested land with Todo-fir seedling. 
B. 針・広葉樹混交林 Mixed natural coniferous and broad leaf forest land 
(B，・過針葉樹 Excessive conifer growth; B2・過広葉樹 Excessive broad leaf growth) 

C. トドマツ純林 Natural coniferous forest land. 
D. 広葉樹林 Natural broad leaf forest land. 
E. U字形ササ生沢 U-shaped ravine with Sasa-bamboo. 



-Plate 2-

1. 冬期積雪中のワナ掛け

Winter trapping (Snap trap is set in the box without a bottom under snow cover.) 

A: Box (底のない箱) B: Cover (箱のふた〕

2. ェゾヤチネズミの侵入する林地の下ばえ

(ササ，ノブドウと枝条)
Undergrowth in forested land infested 
by Cl. r. bedfordiae (It consists of Sasaｭ
bamboo, wild grape vines and debris.) 

4. ェゾヤチネズミの雄性生殖器
Male reproductive organs of Clythriono間:y5

rufoca附5 bedfordiae 
a: 皐メL Testis , b: 脂肪体 Fat mass, c: 国IJ
皐丸頭 Caput epididymis , d :副皐丸尾 Cauda
epididymis, e :輸精管 Vas deferens , f: 勝枕
Bladder， g: 精嚢 Seminal vesicle , h :摂護腺
Prostate gland. 

3. エゾヤチネズミに食われたササの

芽(タケノコ) (自然大)
Leavings of shoot of Sasa-bamboo eaten 

by Cl. r. bedfordiae (Natural size) 

5. 同左雌性生殖器
Ditto, in female 

a: 卵巣 Ovary ， b: 黄体 Corpora lutea, c: 
子宮 Uterus， d: 胎仔 Embryo， e: 腔 Vagina.


